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1再びロンドンの霧
　芸術家なら誰しもそうであろうが，ロソドソの街並がかもしだす，その魅
惑的な雰囲気に打ち勝つことはできないだろう。ロンドソの街並の魅力をひ
とことで言うなら「絵画的魅力」ということになろう。街を散策している者
は，誰しもスケッチブックを片手にもちたくなるのだ。
　ロンドンの街はどこを歩いても歴史がにつまっている。だからこそ，国籍
を問わずロンドンを描いてきた画家は大勢いる。たとえば，印象派の画家，
クロード・モネ（Claude　Monet）の作品に，「ロンドンの議事堂」（Le
Parlement　de　Londres）という連作がある。いずれも，1904年の作品であ
る。
　これらの絵は，モネがロンドソの霧につつまれたテムズ河と国会議事堂を
回想してフランスに帰ってから描いたものである。霧のなかにこもる大気の
色合の美しさが特徴だ。そこでは，醜いものや余計な雑物が一切取り除かれ
ている。モネもロソドソの霧の魅力に完壁なまでに心を奪われ，その誘惑に
は勝てなかったのである。
　アメリカ人でイギリスに定住し，ロソドンでその生涯をとじた画家・銅板
画家，ホイッスラー（James　Abbott　McNeill　Whistler）も数多くのロンド
ソの風景画を描いた。
　これまで繰り返し述べてきたように，牧野義雄もその例外ではなかった。
いや，イギリス人，他の外国人を含めて牧野義雄ほど，それこそ骨の随まで
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ロンドンを愛してやまなかった画家はいないのではあるまいか。絵の対象と
しての，霧にけむるロソドンの風景はもちろんのこと，日常生活の場として
のロンドソを含めて。
　牧野は，仕事でも旅行でも，ほんの数日間，ロソドンを離れただけでロン
ドンが恋しくなり，いい知れぬ郷愁に駆られたのである。異常とも思えるほ
どのロンドンへのこだわりと愛着。
　心の底からロンドソを愛してやまない牧野について，霧が深くけむり，詩
情豊かなロンドンの街並について，スピルマンは透徹した美術評論家の眼
で，こう評している。
　The　London　streets，　the　London　atmosphere，　the　London　colour，
these　have　held　him　entrallced，　as　they　have　entranced　nearly　every　ar－
tist　who　has　visited　the　great　city，　Those　who　love　a　city　for　its　new
stone　buildings，　its　ornate　architecture，　its　clear　atmosphere，　and　its
cleanly　streets，　have　little　notio！10f　what　urban　beauty　really　is．　But　he
who　is　endowed　with　true　artistic　perception　and　with　the　eye　of　the　fine
painter，且nds　no　words　to　express　his　delight　and　admiration　for　the　vast
town　whose　greyness　is　built　up　of　every　colour　of　the　rainbow，　whose
murldness　gives　quality　to　the　silvery　greys，　and　things　the　yellow　fog
with　auburn　gold，　whose　mists　and　moisture　lend　height　and　added　digni－
ty　to　the　buildings，　and　close　in　the　shortend　vistas　with　poetic
mystery．ω
　ロンドンに魅了された牧野について，そして，絵心をそそるロンドンの光
景について，これほど適格に分析した文章はほかにないであろう。じつは，
スピルマソ自身も心からロンドンを愛していたのである。
　ロンドンの虜になった牧野義雄は，まるで，なにかにでも取り愚かれたか
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のようにロソドソの光景，街並，なにげない日常生活，人々などを果敢に描
きつづけた。なかでも，ピカデリー・サーカス（Piccadilly　Circus）を好ん
で描いた。
2　ピカデリー・サーカス
　牧野は人々が群れ，ひっきりなしに行き交う賑やかなところが，とくに好
きだった。絵やエッセイのためのアイディアを練るとき，あえて多くの人で
こったがえす賑やかなところに行く。喧騒と混沌とした雑踏のなかに自分の
身をおく。すると，アイディアが泉のごとく次から次と湧いてくるという。
そこが牧野のユニークなところだ。
　要するに，牧野はロソドソの虜になりつつも，心の底から人間を愛してい
るのだ。人間に対する興味が尽きないのだ。だから，作品のアイディアを練
るときでさえも，孤独になることは，牧野にとっては大敵だったのである。
　ロンドンでいちばん賑やかなところと言えば，昔も今もピカデリー・サー
カスであることには変わりがない。もし，ロンドソがひとつの国だとした
ら，ピカデリー・サーカスは間違いなく首都になるだろうとさえ言われてい
るくらいだ。
　また，古い伝説によれば，もともと世界のいろんなところからやってきた
イギリス人は少なくとも一生に一度は，この小さな広場で出会うと言われて
いる。この伝説と関係があるのかないのかはわからないが，現在でもここ
が，最も人気のある「待ち合わせ場所」として使われていることだけは確か
なことである。
　この門形の広場は，1819年に建築家ジョソ・ナッシュ（John　Nash）によ
り造られたが，1880年代半ばにシャフッベリー通りの建設のため，広場の
北東部の住宅が取り壊されて，形が少し歪められてしまったのである。
　ちなみに，「ピカデリー」という地名の起源だが，諸説があるようだ。17
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世紀に，この地で「ピカディル」と名づけた，縁飾りのついた丸い「ひだえ
り」を売り出した仕立屋にちなむとか，エリザベス1世の時代，広場の近
くにピカデリー・ハウス，つまり，小さな罪という娼婦館にちなむとか言わ
れている。サーカスと呼ばれる円形広場の原型ができたのば19世紀になっ
てからである。
　そんなわけで，牧野は好んでピカデリー・サーカスを描いた。作品には，
「ピガデリー・サーカスの夜景」（Night：Lights　in　Piccadilly　Circus），「ピカ
デリー・サーカス雨の夜景」（Piccadilly　Circus　in　the　Rain　by　Night），「ピ
カデリー・サーカスの夜の灯り」（Night　Lights　in　Piccadilly　Circus），「ピヵ
デリー・サーカス」（Piccadilly　Circus），「ピカデリーの花売り娘」（Flower
Sales　Girl，　Piccadilly），「ピカデリー・サーカスの花売り女」（The　Flower－
Women　at　Piccadilly　Circus），「霧のピカデリーを横切る英国女性」（Fog；
Ladies　crossing　Piccadilly）などがある。
　前述したように，「ピカデリー・サーカスの夜景」は『ロンドンの色彩』
の口絵になった絵である。②
　「ピカデリー・サーカスの夜景」は，牧野の代表作のうちの代表作といっ
ていい作品であろう。絵の右手前方には，エロスの像が黄色みがかった夜の
光に照らされて，まるでスクリーンにでも映しだされているかのようだ。く
っきりと浮かぶように描かれているエロス像は影絵のようにも見える。
　キリストの慈愛を表す，このアルミニウムの小さな像は，数々の慈善事業
に多大なる貢献をし，ロンドンの貧民救済に一生を捧げたヴィクトリア朝の
博愛主義者として知られた第7代シャフッベリー伯爵（the　7th　Earl　of
Shaftesbury）の偉業を讃えて，1893年に作られたもの。
　デザインは，新彫刻と呼ばれる世紀末の彫刻運動の中心人物，アルフレッ
ド・ギルバート（Alfred　Gilbert）が当たった。曲線美が豊かで，アール・
ヌーヴォーの躍動感あふれる天使の像だ。彫刻の素材にアルミニウムが用い
られたのも，このときが初めてだという。建設費は一般の人たちからの寄付
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によって集められた。
　だが，完成してみると噴水の水を受けるべき水盤が小さすぎて，水が飛び
散り，周りを歩く人がびしょ濡れになってしまった。製作者のギルバートは
デザイソを台無しにされたということで，除幕式への出席を拒否したという
エピソードが残されている。いずれにしても，エロスの像は昔も今もロンド
ンで最も魅惑的なモニュメソトのひとつである。
　エロスの像は，ロソドソの中心地の移り変りを100年以上にもわたって眺
めてきた。そういう意味では「歴史の生き証人」であり，自らも歴史の流れ
の波間でもまれてきたのである。1922年から1931年まで，地下鉄の駅の建
設工事のため，ヴィクトリア・エンバンクメント・ガーデソズ（Victoria
Embankment　Gardens）に移された。
　第2次世界大戦のときには，爆撃から護るため，イソグランドの南東部，
サリー州に保管されたのである。戦争が終わり，元の場所に戻ったのが
1947年6月も終わるころ。ちなみに，エロスの像の正式名称は「シャフッ
ベリー・メモリアル」（Shaftesbury　Memoria1）という。
　この絵の左手前方の隅には，乗合馬車が描かれている。全体像ではなく，
ほんの一部である。だが，これによって時代の背景が明らかになる。牧野が
この絵を描いたのは1906年から1907年にかけてである。交通渋滞を緩和す
べく，ロンドソにタクシーが出現したのは1903年。すでに，タクシーや蒸
気機関によるバスと乗合馬車との競合がはじまっていたのであるが，牧野は
あえて乗合馬車を登場させた。
　左手後方の建物は，ロンドソ・パヴィリオン（London　Pavilion）であろ
う。ほのかな淡い黄色みがかった，夜の光のなかで幻想的なタッチで描かれ
ている。もともと，ロンドン・パヴィリオンは，歌が聞けて，食事のできる
レストランであったが，1861年にはミュージック・ホールになった。1885
年には，元来の建物が取り壊されてしまい，新しい建物は劇場，映画館とし
て使われたが，それも1982年には閉鎖された。
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　現在のロンドン・パヴィリオンは，牧野が描いたときとはすっかりと変身
してしまい，買物やレジャーの総合ビルになっている。内部には優雅なイン
テリアが施され，3階にわたって国際色豊かなレストラソや店舗が立ち並ん
でいる。ただし，幸いにも正面のデザインだけは昔のパヴィリオンのままで
ある。外壁だけは街の景観を保つためにそのままにしているのである。ロン
ドソには，こういった古い歴史のしみ込んだ建造物がいたるところにある。
　広場を埋め尽くしている行き交う人たちの群れ。男はだれもかれもがシル
クハットをかぶり，フロックを身につけている。仲睦まじく腕を組んで歩い
ているカップルたち。人々の群れのなかに，ある種のいい知れぬ郷愁が漂っ
ている。牧野はロンドンの街並や風景画を描くときにも，さまざまな人々を
登場させることが多い。
　さて，現在のピカデリー・サーカスはどうであろうか。観光であれ仕事で
あれ，ロンドンを訪れた人でピカデリー・サーカスに行かない人はいないで
あろう。ピカデリー・サーカスとは，ピカデリー通り，リージェント・スト
リート，シャフツベリー・アベニュー，そしてコベントリー・ストリートが
交差する地点で，最も交通量が多いところ。夜ともなれば色とりどりのネオ
ン・サインが点滅する。
　私は毎年のようにロソドンを訪れているが，2年前に牧野の足跡を求めて
ピカデリー・サーカスに行ったときの感想は，こう書かざるを得なかった。
　現在，ロンドンでもっともにぎやかな，この小さな広場は交通量が多
く，日が暮れても色とりどりのネオンが輝いていて，一日中人が絶える
ことがない。まず，目にとびこんでくるのは，TDK，　SANYO，　BURG－
ER　KING，　COCA－COLAなどの，けばけばしい広告のネオンだ。むせ
かえるような車の排気ガス。途切れることのない騒音。
　広場には乗合馬車もなければ，花売り娘の姿もまったく見かけない。
もちろん，ガス灯もない。昔も今も変わらないのは，エロスの像がある
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ということだけ。もし，牧野が四方八方の建物に点滅する，派手なネオ
ソの渦の真っ只中にたったとき，果たして絵筆をとる気になれたであろ
うか。ω
　わずか2年前の自分の文章を読み返してみて，多分に情緒に流され，い
ささか感傷的すぎたと大いに反省している。それは，もし牧野が，現在のピ
ヵデリー・サーカスを訪れたとしても，やはり，なんら躊躇することなく，
むしろ積極的に絵筆をもったであろうということだ。実際にロソドソに行
き，牧野の足跡を求めて調ぺれば調べるほどそう思わさるを得ない。
　牧野は墓を散歩することが好きだったが，前述したように，それ以上に人
々が行き交いたむろする賑やかな場所も好きだった。そんな牧野だから，現
在のピカデリー・サーカスを描くにも，シルクベールの方法を用いるであろ
う。そして，風景画を描くときの極意としてハマトソが指摘したように，省
略，変形，誇張などを駆使して，そのままカソバスのなかに吸い込まれてし
まいそうな「幻想的なピカデリー・サーカスの顔」を読者の前に示してくれ
るであろう。そして，その絵は『ロンドンの色彩』の口絵「ピカデリー・
サーカスの夜景」と酷似したものになるであろう。
　「ピカデリー・サーカスの夜景」を，スピルマソはどのように評価したか，
牧野に初めて会った瞬間，画家としての牧野の才能を見抜き，牧野を世に送
り出すことになった美術評論家の言葉に耳を傾けてみよう。
　It　is　night　scenes　that　arouse　Mr　Markino’s　greatest　enthusiasm．　The
Colour　of　London　fog　delights　him　by　day，　but　the　colour　of　London
lights　enchants　him　most　of　all．　London　by　warm　gaslight　on　the　Chelsea
Embankment，　or　by　cold　electric　rays　on　New　Vauxhall　Bridge，　in－
terests　him，　but　he　is　happiest　when　the　night　in　Leicester　Square　is
made　like　day　by　the　glare　of　the　lights　outside　the　Alhambra　and　the
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Empire，　and　when　a　ruddier　glow　awakens　Piccadilly　Circus　to　the　pleas－
ures　of　the　evening．　This　drawing，　it　seems　to　me，　notably　succeeds　in
setting　before　us　vividly，　yet　with　suf五cient　restraint，　the　contending
qualities　of　the　lights，　and　realizes　in　remarkable　fashion　the　hurried
movement　of　the　crowd　that　palpitates，　as　it　were，　with　life　in　this　real
centre　of　the　great　pleasure－loving　city．（4）
　　たしかに，牧野の作品のなかには「霧のなかにこもる大気の色合の美しさ」
や「ロンドソの明かりの色の美しさ」を描いたものが数多くある。つまり，
牧野独自の画風であり技法なのである。
　「霧のピカデリーを横切る英国女性」という作品では，裾の長いスカート
をもち上げて歩いている女性2人が描かれている。派手な花柄の帽子。誰
がみても，主題はエドワード時代のあでやかなドレスを身につけた英国女性
だ。
　牧野の人物画は圧倒的に英国女性が多い。牧野は自分でも認めているよう
に，根っからの熱烈なる英国女性崇拝者なのだ。牧野は誰に琿ることなく，
あけっぴろげに英国女性論を展開する。
　　Iam　a　great　admirer　of　English　ladies．　To　me　those　willowy五gures
seem　more　graceful　than　the　first　crescent　moon，　while　those　wel1－built
且gures　seem　more　elegant　that　peony且owers．　Their　complexion
represents　their　owll　national且ower－the　rose－either　in　white　or　pink．
The　cherry　blossom　would　be　too　shy　to　appear　before　their　complex－
ions．　These　golden　hairs　are　fairer　than　the　chrysanthemum且owers，　and
the　contrast　of　the　dark　hair　with　milky－white　complexions　is　more　beau－
tiful　than　the　pear　blossom　on　a　moonlight　night；while　no且owers　upon
this　world　could　match　with　the　chocolate　hair．　Indeed　London　is　the
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most　beautiful　liVing　garden　in　every　season．　Some　dresses　are　most　ad。
mirable，　in　shape　as　well　as　in　colour，　and　those　ladies　who　are　wel1　ac－
customed　to　the　fashions，　put　on　their　hats　very　wonderfUlly．（5）
　「英国女性のすらりとした肢体が三日月よりもしなやかに見え，ふくよか
な肢体はシャクヤクより優雅に思える」「黒みがかった髪と乳白色の肌との
コントラストは，月夜に映える西洋ナシの花より美しい」などの表現は，ま
さに脱帽ものである。熱心な女性崇拝者の言葉として，女性を称賛し，その
美しさを語る言葉として，これ以上に適切な比喩的な表現がほかにあるであ
ろうか。
　牧野は霧の画家として，特異なる才能の持ち主であったが，それに優ると
も劣らず，文章を書かせたら卓越した比喩の使い手でもあったのだ。
　「霧のピカデリーを横切る英国女性」についても，もうひとつ付け加えて
おかなくてはならぬことがある。それは，やはりこの絵の背景としての霧の
描き方だ。この絵を観た者は，人によっては正面に大きく描かれている英国
女性よりも，女性たちの背景になっている「赤とあずき色に染まった秋の木
々の間に漂う霧」に酔いしれるであろう。心が自然に癒されていくのを感じ
取る人もいるであろう。そこには，牧野が悪戦苦闘し，長い時間をかけて追
求してきた「色彩感覚の純粋な結晶」が感じられるからだ。
　「ピカデリー・サーカス」という，牧野の初期の作品は週刊の美術雑誌，
The　Studio『ザ・ステユーディオ』（1901年10月15日号）に掲載された7点
の作品のうちのひとつである。
　このとき，「アールズ・コート博覧会」（Ear1’s　Court　Exhibition），「ケン
ジソトソ公園の茶店」（Tea　House，　Kensington　Gardens），「ナショナル・ギ
ャラリー」（In　the　National　Gallery），「バー・マジェスティー劇場入口」
（Pit　Entrance　of　Her　Majesty’s　Theatre），「ロンドン市内」（A　London
Street）などの作品が一挙に掲載された。いずれも水彩画である。
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　このときの印税により，牧野は下宿に借金していたお金を全部返すことが
できたのである。極度の貧困にあえいでいた牧野の肩の荷がどれほどおりた
であろうか。ちなみに，漱石はこの美術雑誌を定期購読していた。だから，
「漱石は牧野の絵を確実に見ていたはずである」とロンドン漱石記念館館長
の恒松郁生氏は推定している。⑥
　絵に話を戻そう。「ピカデリー・サーカス」には，エロスの像がピカデリ
ー・ Tーカスからゆるやかに湾曲して北上する大通り，リージェント・スト
リートを背景に描かれている。クアドラソトと呼ばれているところだ。この
大通りは，建築家ジョン・ナッシュが設計したもの。
　この絵に限り，牧野の興味の対象はエロスの像でもクアドラントでもなさ
そうだ。この絵のなかに，花売り娘，靴磨き，エロスの台座の上で休んでい
る人，子犬を連れた女性，新聞か雑誌を小脇に抱えている男たち，エロスの
像を見上げる人，新聞売り，自転車に乗っている女性，警察官，乗合馬車の
乗客など，虫眼鏡を使わなければわからないほど，無数の人間が描かれてい
る。ざっと数えただけで，100人以上の人間が描かれているのではないだろ
うか。
　せわしなく動きまわる人々の群れ。また群れ。活気に満ち溢れ，ロンドン
という大都市の躍動感と息吹きを感じさせる光景である。リージェント・ス
トリートに溢れでている群衆の話し声や歓声，街の騒音がいまにも聞こえて
きそうな絵だ。この種の牧野の絵にはどれも臨場感が満ち溢れている。
3「ピカデリー・サーカスの花売り娘」
　牧野は「ピカデリー・サーカスの花売り娘」という作品も描いている。処
女作『ロンドンの色彩』に収録されている絵だ。エロスの像をぐるりと取り
囲むようにして，7，8人の花売り娘が花を入れた籠を前にして石畳の上に座
ってお客を待っている。ほかに通行人が描かれているが，この絵の主役は花
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売り娘であるためか，通行人の顔はどれも意識的に描かれていない。つま
り，描かれているのは首から下だけだ。花売り娘のひとりがお客に花を手渡
そうとしている。
　花売り娘はみんな外套をはおり，つばのついた帽子をかぶっている。マフ
ラーをしている者もいる。かなり寒いが，天気のよい日なのであろうか。花
売り娘の前を通る通行人の影がはっきりと石畳の上に映っている。そして，
花売り娘は一様にステッキのような長い棒の先に色とりどりの花をつけてい
る。これには，訳がある。
　この当時は花売りにとって，通行人や街を散策している人たちはもちろん
だが，乗合馬車の2階のお客さんが目当てだったのだ。毎日，多くの乗合
馬車や辻馬車がここを通ったし，お客を待っていたのだ。商談が成立すると，
2階のお客さんに花が届くようにステッキのような棒の先に花をつけてお客
さんに花を渡したのである。
　この当時，乗合馬車の2階には比較的お金に余裕のある人たちが乗るこ
とが多かった。それが目当てだったのだ。花の代金は，帽子を使って受け取
ったという。花は人通りが多くなる日曜日によく売れた。花売りはサクラソ
ウ，スミレ，カーネーショソ，ナデシコ，モクセイソウなど，季節によって
もいろんな花を売ったが，とくにモスローズの花がよく売れたという。当
然，香のいい花もよく売れた。
　花売りの場としてコヴェント・ガーデンなどロンドソ市内に他にもあった
が，エロスの像の周りは人通りが多く，長い間，花売り娘にとって格好の場
所であった。19世紀の後半には，すでに花売り娘のメッカとして確立され
ていたのである。もっとも，花売り娘たちは地下鉄の駅建設の工事の間は退
去を余儀なくされたが。
　また，この当時は，噴水の水盤には水がたっぷりと入っており，通行人の
飲み水としても使われた。そのためのカップも用意されていた。風が強い日
には雨のごとく水しぶきが飛び，花売り娘たちは傘をささなければならなか
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ったという。
　街頭での花売り娘の光景は都市の風物詩として最もポピュラーなものであ
ったが，花売り娘たちの生活は決して楽なものではなかった。大半が花売り
だけの収入では生活ができなかった。なかには，収入を補うために売春を兼
ねた花売り娘もいたのである。
　19世紀のロソドンを隅から隅までくまなく歩き，インタヴュー，聞き取
りなどのフィールドワークをもとに，ロソドソの日常生活や社会事情をくま
なく調査したヘンリー・メイヒュー（Henry　Mayhew）は，当時の花売り
の娘たちの状況を，次のように述べている。
　Of且ower－girls　there　are　two　classes．　Some　girls，　and　they　are　certain－
ly　the　smaller　class　of　the　two，　avail　themselves　of　the　sale　of　fiowers　in
the　streets　for　immoral　purposes，　or　rather，　they　seek　to　eke　out　the
small　gains　of　their　trade　by　such　practices．　They　frequent　the　great
thoroughfares，　and　o丘’er　their　bouquets　to　gentlemen，　whom　on　an　even－
ing　they　pursue　for　a　hundred　yards　or　two　in　such　places　as　the　Strand，
miXing　up　a　leer　with　their　whine　for　custom　or　for　charity．（7）
　調査することにかけて，書くことにかけて徹底して現場主義にこだわっ
た，メインヒューならではの描写の仕方だ。
　たとえ生活が苦しくても，自分の身体を売ることなく，もっぱら自分自身
の生活のために，あるいは親を手助けするために実直に働いている花売り娘
については，こう記している。
　The　other　class　of且ower－girls　is　composed　of　the　girls　who，　wholly　or
partially，　depend　upon　the　sale　of且owers　for　their　own　support　or　as　an
assistance　to　their　parents．　Some　of　them　are　the　children　of　street一
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sellers，　some　are　orphans，　and　some　are　the　daughters　of　mechanics　who
are　out　of　employment，　and　who　prefer　any　course　rather　than　an　applica－
tion　to　the　parish．　These　girls　offer　their且owers　in　the　principal　streets
at　the　West　End，　and　resort　greatly　to　the　suburbs；there　are　a　few，　also，
in　the　business　thoroughfares．（8）
　メイヒューが，この文章を書いたのは19世紀の半ばで，もっぱら若い花
売り娘を活写しているが，牧野の絵に登場する花売り娘はいくぶん年を取っ
ている。牧野が「ピカデリー・サーカスの花売り娘」を描いたのは，1907
年の頃だ。そこに半世紀もの開きがあるので，花売り娘の世界にも高齢化が
すすんだのかもしれない。
　私の手元に，rピカデリー・サーカス』という写真集がある。19世紀後半
から現代までのピカデリー・サーカスの移り変りをくまなく記録した貴重な
写真集である。
　そこでは，‘‘One　of　the　last　of　the且ower－sellers　at　Piccadilly　Circus，　about
1952”というキャプション付きで，けっこう年配の，ひとりの花売りの女
性の写真が掲載されている。⑨
　また，同じ写真集のなかで，“About　1986：Piccadilly　Circus　has　a且ower－
girl　again－but　only　for　the　day．”というキャプション付きで，文字どおり若
い花売り娘の写真が掲載されている。写っている花売り娘はたったのひと
り。aq
　花売り娘は，明らかにカメラを意識し，微笑みながらカメラに向かってポ
ーズをとっている。白い色のエプロンを身につけ，左手で花の入った籠を抱
えるように持っている。右手を頭の後に当てている。なにかのイベントで臨
時に用意された「花売り娘」なのかもしれない。
　よほど天気がよくて，暑い日に撮った写真なのであろう。エロスの像のは
るか上空を白い雲が舞う。エロスの像の周りに座っている人たちは，Tシ
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ヤッや半袖姿が多い。周りの建物の壁という壁には，所狭しとばかりに，
Coca－Cola，　McDONALD’S，　Panasonic　Colour　TV，　Kodakなどのネオンサイ
ンが取り付けられている。これほどピカデリー・サーカスの変遷を物語る証
拠写真はない。ピカデリー・サーカスの花売り娘は，遠い過去の風物詩にな
ったのである。
　牧野には「ピカデリーの花売り娘」という別な作品もある。ここでは，若
い花売り娘がひとりだけ描かれている。着飾った通行人の女性2人に「お
花はいかがでしょうか」とでもいって花を売ろうとしているところだ。メイ
ヒ’?[によれば，花売り娘が女性客に花を買って下さいと声をかけることは
あっても，そのあとを追いかけたり，しつこく付きまとうことはめったにな
かったという。eo
　花売り娘は右手で花を握り，通行人に差し出している。通行人はスカート
の端が地面をひきずらないようにスカートをもち上げている。花売り娘は，
先に述べた写真の花売り娘と同じく，左手で花籠をしっかりと抱え，白い色
のエプロンを身につけている。遠くには，辻馬車やお客がぎっしりと乗った
乗合馬車の列が描かれている。
　劇場へ向かう人々なのか，それとも劇場からの帰り道なのか，あるいは暇
つぶしにピカデリー界隈を散策している人たちなのか，大勢の人たちの姿が
描かれている。男も女もみんな帽子をかぶっている。この当時は，男も女
も，みんな帽子をかぶっていた。立ち並ぶガス灯。それらが放つ光が，この
作品全体に微妙なアクセソトを与えていて，叙情的な雰囲気をかもしだして
いるだけでなく，構図の力強さも抜群だ。牧野の絵には，どれもこれも観れ
ば観るほど，心が和んでくるような，ある種の情緒が漂っている。
　「ピカデリーの花売り娘」に使われている色の種類は極端に制限されてい
る。実際に使われている色の種類は，せいぜい，一色か二色であろう。だ
が，牧野の絵の不思議なところは，絵を観た者に，それ以上の色の種類を感
じさせるのである。そのことが，かえって強いイソパクトとなって脳裏に焼
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きつけられるのである。
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